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地 球 化 学 と 宇 田 化 学
ベる事によって隅石の母体となるものの大きさやそのど
この部分から隈石が釆たか,又宇宙線は長期間にわたっ
て強さがあまり変っていないという事がわかって来てい
ます.
一般に石質限石は地球上の岩石に見られない様な異っ
た組成を持っておりながら,どの石質慣石もほぼ似た組
成を持っております.ほぼ近い組成ではありますが.こ
れをこまかく分類すると教程類になり,その違いに目を
つける事によって,もとになるものは炭素質隅石である
と考えられています.
月の平均組成は石質慣石と同じで均一だといわれた考
え方は,更に2%の水が入っているという考え方に変っ
て来ておりますが,近い将来月の表面から試料が採取さ
れる可能性がありますので,もっとはっきりした事がわ
かるわけであります.
ところが地球も隅石も含めて太陽系は同じ時期に出来
たとされており.45億年前という一致した測定値が与え
13
られています.その前はどうであったろうかという事も
勿論考えられておりますが,も少し前へ一足跳びにとん
で,宇宙が出来始めた時の事についてお話しいたします
と,物質のもとになる元素 (言いかえますと原子核)が
fLJ.来ていないで,現在の原子核の中にある中性子やプロ
トンがバラバラのままで存在し,次に中性子やプロトン
が組み合わさって簡単な原子核が出来,これらの原子核
がくっつき即ち核融合反応をおこして,次第に大きい原
子核が出来て参りました.そして現在見られる様な元素
が全て出来たわけであります.この反応は現在でも温度
の高い星では続いて進行中であります.
この様な問題即ち元素の合成･太陽系の組成,更にそ
れを構成する星の組成及び夫々の星への元素の分配,崖
の形成後の変遷等が宇宙化学の取扱う問題と申せましよ
う.天文学,物理学,地質学 ･鉱物学と化学の境界領域
に属するという事になります.
簡単に地球化学と宇宙化学の領域について御説明申し
上げましたが,何かの御参考にでもなれば幸と存じます.
